
プログラムプログラム

エリザベト音楽大学付属音楽園

芸術としての音楽教育をとおして、人間性あふれる青少年を育成したい…。
1947年、原爆で疲弊した広島の街にささやかな音楽教室が開かれました。

エリザベト音楽大学の前身・広島音楽教室の誕生です。
青少年に対する音楽教育の灯は絶えることなく、

エリザベト音楽大学付属音楽園として現在に至ります。
本音楽園では、単に演奏テクニックを指導するだけではなく、

演奏をとおしてお子さまが音楽の「こころ」を表現できるよう、親身の指導を行っています。
エリザベト音楽大学付属音楽園は、地域文化の振興と貢献、

そして音楽を愛する子どもたちの夢に応えていきたいと考えています。

エリザベト音楽大学付属音楽園  園長

本日はエリザベト音楽大学付属音楽園講師による《第48回サマーコンサート》にご来場く
ださり、心よりお礼申しあげます。
エリザベト音楽大学は本年75周年のお祝いの年を迎えています。大学の前身である県公認

の音楽学校は1948（昭和23）年4月に設立されました。付属音楽教室はさらに半年前、原爆
により壊滅状態であった広島で「音楽教育をとおして人間性あふれる青少年を育成する」こ
とを願い、ゴーセンス神父と仲間たちがカトリック幟町教会につくった音楽教室から始ま
り、それが大学の原点でもあります。
本演奏会は、音楽園生および保護者の皆さま、関係する方々に、講師陣による演奏をお聴

きいただき、園生がますます練習に励むきっかけになることを目的としています。講師に
とっては日頃の研鑽の成果発表であり、さらに講師陣の連携・協力が求められる場でもあり
ます。このような演奏会が48回も継続開催されていることは非常に意義深いことです。
本日の演奏会の前半は、トロンボーンおよびピアノによる独奏、後半は「名曲で辿る音楽

史～グレゴリオ聖歌からドビュッシーまで～」と題して、声楽、パイプオルガン、ピアノ、
ヴァイオリン、チェロの演奏と共にクラシックの名曲を紹介し、音楽の歴史を学ぶステージ
にもなっています。お楽しみください。
新型コロナウイルス感染症は、約3年を経てようやく出口にたどり着こうとしています

が、音楽はコロナ禍でも多くの人々の心を癒してくれました。今後私たちはますます自由に
演奏をし、演奏をたくさん聴くことができるようになるでしょう。大学の行動標語として
「音楽をとおして 私が変わり 世界を良くする人になる」がありますが、園生の皆さん一人
ひとりが音楽に勇気と力を与えられ「世界を良くする人」になってほしいと願っています。

川野　祐二
（エリザベト音楽大学  理事長・学長）

ごあいさつごあいさつ

［第1部］ 独 奏
¡ ソナタ「大天使ガブリエルの嘆き」 S. シュレック

山根 智子［トロンボーン］　長谷川 朱里［ピアノ］

¡ エチュード  作品 25-1  変イ長調「エオリアンハープ」
マズルカ風ロンド  作品 5   ヘ長調 F. ショパン

末政 優衣［ピアノ］末政 優衣［ピアノ］

¡ 巡礼の年  第 1年「スイス」より
第 6曲「オーベルマンの谷」 F. リスト

宮田 秀実［ピアノ］宮田 秀実［ピアノ］

福原 理奈　
大心池 摩耶

ヴァイオリン
チェロ

ソプラノ
オルガン

昆野 智佳子
髙　 孝子　

ピアノ
ピアノ

上田 希美
鹿取 裕美子

［第2部］ 名曲で辿る音楽史
～グレゴリオ聖歌からドビュッシーまで～

¡ 入祭唱：私が主に向かって叫んだとき グレゴリオ聖歌

¡ トッカータ  ニ短調  作品155より［パイプオルガン］ D.ブクステフーデ

¡ インヴェンション  第 1番 ハ長調  BWV772 J.S. バッハ

¡ ピアノ三重奏曲  第 39 番  ト長調
作品 25「ジプシー」より第1楽章 J. ハイドン

¡ ヴァイオリンソナタ  第 5 番「春」ヘ長調
作品 24より第1楽章 L.v.ベートーヴェン

¡ チェロソナタ  ト短調  作品 65 より F.ショパン

¡ ハンガリー舞曲  第 5 番［ピアノ連弾］ J.ブラームス

¡「小組曲」より第 4曲  バレエ［ピアノ連弾］ C.ドビュッシー
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